


成
人

新
  

お
め
で
と
う

     
ご
ざ
い
ま
す
！

 

Ｑ
．
ハ
タ
チ
に
な
っ
て

       

あ
な
た
の
目
標
は
？
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①
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3 広報もとみや2月号

３
６
４
人
の
門
出

　

１
月
11
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

も
と
み
や
で
本
宮
市
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
晴
れ
て
成
人
式
を
迎

え
た
の
は
、
３
６
４
人
。
こ

の
う
ち
３
１
４
人
が
成
人
式

に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
全
員
で
国
歌
を

斉
唱
し
た
の
ち
、
新
成
人
の

代
表
者
に
よ
る
本
宮
市
民
憲

章
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
か
ら
出
身
中

学
校
ご
と
に
代
表
3
人
に
成

人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
者
代
表
謝
辞
で
は
、

阿
部
雅
貴
さ
ん
が
「
育
て
て

も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
郷
土
の
将
来
を
担
っ

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ー
ツ
姿
や
晴
れ
着
姿
の

新
成
人
た
ち
は
、
友
人
や
恩

師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

思
い
出
話
や
記
念
撮
影
な
ど

を
し
て
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
成
人
式

と
な
り
ま
し
た
。

⑤⑤

④④

②②

③③

①成人者代表謝辞をする阿部雅貴さん（本宮二中出身）
②市民憲章を朗読する鈴木啓介さん（白沢中出身）
③本宮二中出身代表の矢吹仁美さん
④本宮一中出身代表の楠健人さん
⑤白沢中出身代表の伊藤夏菜恵さん
⑥ビシッとスーツできめた男性陣
⑦鮮やかな振り袖姿の女性陣
⑧成人式記念事業実行委員の皆さん

成人式記念事業
実行委員会委員長
楠　健人
（本宮一中出身）

　

私
た
ち
は
、
一
生
に
一
度
の
自
分
た
ち

の
成
人
式
を
思
い
出
に
残
る
も
の
に
す
る

た
め
に
成
人
式
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
、
成
人
式
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
と
な
っ
た
私
た
ち
は
、
大
人
と

し
て
の
自
覚
と
社
会
人
と
し
て
の
責
任
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
ま
で
私

た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
方
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
成
長
す
る
に

つ
れ
、
周
り
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
学
校
の
先
生
は
私
た
ち
が
初
め
て

接
す
る
大
人
と
し
て
自
分
た
ち
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
友
達
か
ら
は
人
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
時
は
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
く
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
感
謝
す

る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
今
一
番
思
う
こ
と
は
人
の

輪
が
持
つ
力
で
す
。
世
の
中
を
見
る
と
一

人
一
人
の
個
性
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
も
、
チ
ー
ム
が
一
つ
と
な
っ
て
社
会
を

変
え
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
る
人
達
が

い
ま
す
。
私
た
ち
も
そ
の
一
人
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご
協

力
を
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

⑥⑥⑦⑦⑧⑧

①①



4広報もとみや2月号

【平成25年度歳出】

【形式収支（歳入と歳出の差額）】

【平成25年度歳入】
区 分 計画額 実績額

人件費
（職員の給与、議員報酬など）

21億9千万円 21億2千万円

物件費
（消費的性質の経費。需用費や旅費など）

15億3千万円 61億円

維持補修費
（道路や建物の修繕費など）

7千万円 2億7千万円

扶助費
（生活保護費や児童手当などの給付金）

13億2千万円 11億6千万円

補助費等
（補助金、報償費など）

19億5千万円 22億6千万円

公債費
（地方債の元利償還金など）

10億6千万円 10億1千万円

積立金
（財政調整基金などの貯金）

6千万円 10億4千万円

投資及び出資金・貸付金 9千万円 9千万円

繰出金
（特別会計への支出金など）

17億3千万円 20億1千万円

投資的経費（道路、橋、公園など社会資本の
整備に要する経費） 6億7千万円 43億3千万円

歳 出 総 額 106億5千万円 203億9千万円

区 分 計画額 実績額

歳 入 106億5千万円 215億8千万円

歳 出 106億5千万円 203億9千万円

形 式 収 支 0千万円 11億9千万円

区 分 計画額 実績額
地方税
（市民税や固定資産税など）

39億4千万円 39億円

地方譲与税
（国税の一部を地方の財源として配分するもの）

2億円 1億8千万円

各種交付金
（地方消費税 . 交付金など）

3億8千万円 4億1千万円

地方交付税（市町村の状況により国から地方
に分配される交付金） 26億2千万円 39億6千万円

分担金及び負担金 1億7千万円 1億4千万円

使用料及び手数料 1億5千万円 1億4千万円

国・県支出金 16億2千万円 87億3千万円

財産・寄附金・諸収入 1億7千万円 2億8千万円

繰入金 4億円 14億8千万円

繰越金（前年度からの繰越金） 0円 9億2千万円

地方債（※２）
（市町村が行う長期の借入金）

10億1千万円 14億3千万円

歳 入 総 額 106億5千万円 215億8千万円

本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画
の

平
成
25
年
度
実
績
を
報
告
し
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、『
本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画
』
を
策
定
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
決
算
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、『
本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全

化
計
画
平
成
25
年
度
実
績
』
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
歳
入

　

平
成
25
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
計

画
額
（
※
１
）
約
１
０
６
億
５
千
万

円
に
対
し
、
約
２
１
５
億
８
千
万
円

の
実
績
額
と
な
り
、
計
画
額
を
約
１

０
９
億
３
千
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風

被
害
の
災
害
復
旧
事
業
、
除
染
な
ど

の
放
射
能
対
策
に
要
す
る
事
業
費
の

財
源
と
し
て
、
震
災
復
興
特
別
交
付

税
や
国
県
支
出
金
が
増
え
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

※
１　

計
画
額
は
、『
本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全

化
計
画
』
第
二
次
改
訂
版
（
平
成
22
年
12
月
策

定
）
の
計
画
額
を
指
し
ま
す
。

●
歳
出

　

平
成
25
年
度
の
歳
出
総
額
は
、
計

画
額
約
１
０
６
億
５
千
万
円
に
対

し
、
約
２
０
３
億
９
千
万
円
の
実
績

額
と
な
り
、
計
画
額
を
約
97
億
４
千

万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風

被
害
の
災
害
復
旧
事
業
、
除
染
な
ど

の
放
射
能
対
策
に
要
す
る
事
業
費
が

増
え
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

※２　地方債には建設事業の財源として借入れするもの
や、本来地方交付税として国から交付される額の一部を
市町村が代替えとして借入れする臨時財政対策債があり
ます。臨時財政対策債の返済分は、後年度の地方交付税
に上乗せされます。



5 広報もとみや2月号

【債務残高（全会計）】

【基金残高】

●
財
政
健
全
化
指
標
の
状
況

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
財
政
の

健
全
度
を
判
断
す
る
指
標
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
本
宮
市
で
は
い
ず
れ
の

指
標
も
「
財
政
再
生
団
体
」
や
「
早

期
健
全
団
体
」
の
基
準
を
超
え
て
は

い
ま
せ
ん
。

　

健
全
化
計
画
で
は
、
判
断
指
標
の

う
ち
「
実
質
公
債
費
比
率
（
※
３
）」

に
つ
い
て
計
画
値
を
定
め
て
お
り
、

平
成
25
年
度
の
決
算
よ
り
算
出
さ
れ

る
比
率
は
、
14
．
０
％
と
な
り
、
ほ

ぼ
計
画
通
り
の
値
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
値
は
、
適
正
化
計
画
基
準

（
18
％
）
以
内
で
あ
り
、
本
宮
市
の

実
質
公
債
費
比
率
は
適
正
圏
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
全
財
政

へ
の
取
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

※
３　

実
質
公
債
費
比
率
・
・
・
毎
年
度
の

経
常
的
な
収
入
に
対
す
る
借
入
金
返
済
金
の
割

合
。

●
債
務
（
借
金
）
残
高
の
状
況

　

平
成
25
年
度
末
の
市
の
債
務
残
高

の
合
計
は
、
約
２
７
８
億
２
千
万
円

と
な
り
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
残
高
の
う
ち
、
臨

時
財
政
対
策
債
（
※
２
参
照
）
の
残

高
は
、
約
60
億
５
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
基
金
（
貯
金
）
残
高
の
状
況

　

平
成
25
年
度
末
の
市
の
基
金
（
貯

金
）
残
高
は
、
計
画
額
約
13
億
円
に

対
し
、
実
績
額
は
約
32
億
７
千
万
円

で
し
た
。

　

残
高
の
う
ち
、
財
政
調
整
基
金

（
※
４
）
の
残
高
は
、
約
17
億
７
千

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
後

年
度
の

事
業
に
備
え
る
た
め
の
震
災
・
原
子

力
災
害
復
興
基
金
や
学
校
等
施
設
の

耐
震
化
等
に
備
え
る
準
備
基
金
、
地

域
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
基
金

な
ど
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

※
４　

財
政
調
整
基
金
・
・
・
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
。

「本宮市自主的財政健全化計画　平成２５年度実績」の詳
しい内容は、本宮市のホームページ上で公開しています。
◆問い合わせ先　政策推進課　政策推進係
　　　　　　　　☎24-5321

※地方債（市債）と債務負担行為の合計額。地方債は元金、
債務負担行為は元利金となっています。

実績値計画値

H25 年度

H24 年度

H23 年度

H22 年度 309.2
304.3

300.7
297.1

289.1
285.3

277.4
278.2

（億円）

実績値計画値

H25 年度

H24 年度

H23 年度

H22 年度 16.9
25.4

16.7
29.5

14.5
31.9

13.0
32.7

（億円）



6広報もとみや2月号

TOPICSTOPICS題話

近
物
レ
ッ
ク
ス
（
株
）
と
協
定
調
印

近
物
レ
ッ
ク
ス
（
株
）
と
協
定
調
印

　

昨
年
12
月
26
日
に
本
宮
市
と
近
物
レ
ッ
ク
ス
（
株
）

と
の
企
業
立
地
基
本
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
自
動
車
貨
物
運
送
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
度
、
事
業
拡
大
を
図
る
た
め
、
関
下
字
下
関
下
地

区
に
、
東
北
地
方
の
物
流
拠
点
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
梁や
な
と
り取
一
男
県
北
地
方
振
興
局
次
長
の
立

ち
会
い
で
行
わ
れ
、
協
定
書
調
印
後
に
堀
内
悟
社
長

が
「
地
域
経
済
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。。

　

平
成
28
年
10
月
の
操
業
を
目
指
し
、
従
業
員
の
新

規
雇
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
事
件
事
故
防
止
合
同
出
動
式

年
末
年
始
事
件
事
故
防
止
合
同
出
動
式

　

年
末
・
年
始
に
お
け
る
地
域
安
全
運
動
、
年
末

年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
合

わ
せ
て
、
運
動
期
間
中
の
事
件
、
交
通
事
故
を
防

止
し
、
安
全
に
す
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
12
月

10
日
中
央
公
民
館
を
会
場
に
本
宮
地
区
防
犯
協
会

連
合
会
と
南
達
交
通
対
策
連
絡
協
議
会
の
合
同
出

動
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
式
後
は
、
本
宮
駅
前
な
ど
４
会
場
に
分
か

れ
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配
付
す
る
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

国
分
芳
子
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

国
分
芳
子
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

国
分
芳
子
さ
ん
（
本
宮
字
葭
ヶ
入
）
が
12
月
15

日
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
、
自
宅
で
百
歳
賀
寿
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
さ
ん
は
、「
お
寒
い
と
こ
ろ
、
お
越
し
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
に
挨

拶
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
分
さ
ん
は
、
子
３
人
、
孫
７
人
、
ひ
孫
５
人

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
家
族
が
お
祝

い
に
訪
れ
、
家
族
一
緒
に
１
０
０
歳
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

▲100歳を迎えた国分さん（中央）を囲んで

▲本宮二業組合長（右）へ飲酒運転防止ポスターの贈呈

▲県北地方振興局（中央）立ち会いのもと、協定を取り交わす近物レッ
クス（株）（左）と本宮市



7 広報もとみや2月号

TOPICSTOPICS題話

　12月6日から7日まで宮城県大崎市で行われた
「第9回東北ブロック小学生ハンドボール大会」に
本宮ハンドボールスポーツ少年団が出場し、男子
が優勝、女子が準優勝しました。
　男子チームは予選リーグをトップで通過し、決
勝の宮城県の黒川スポ少戦に勝利し優勝を果たし
ました。また、女子は決勝で、男子と同じ黒川ス
ポ少に惜敗し準優勝でした。男女とも表彰され、
子どもたちにとって、とても思い出に残る大会と
なりました。

　1月4日、本宮市消防団の消防出初式が本宮市
総合体育館で行われました。
　全14分団、女性消防協力隊合わせ約４３０人が
参加。震災から4年を迎え、改めて防災・減災へ
精進を誓いました。
　式の後には、市街地を参加者全員・全車両で
パレードし、頼もしい消防団を市民の皆さんにア
ピールしました。

　『本宮を離れて驚いたこと』
　私は昭和24年南町裡100番地に生まれました。18歳で“ふるさと本
宮”を離れて約50年近くたちます。
　現在「東京あだたら会」の副会長をしております。
東京に来てから“ふるさと本宮”に関して驚いたことを2つ書かさせて
いただきます。
　1つは日輪寺の桜です。数年前、都内の本屋にて立ち読みしていて、

グラビア版の豪華な「日本の桜」という本を見ていました。すると、全国の有名な桜の中に本
宮の日輪寺の枝垂れ桜の写真が大きく載っているではありませんか！
　本宮に生まれて、地元の桜を知らなかったことにショックを受けました。（内心大変恥ずかし
い思いをしました）
　その年の秋に早速日輪寺の所在を確認して、来春に満開の立派な枝垂れ桜を見ることができ
ました。

東京あだたら通信東京あだたら通信 vol. 1

スポ少男子優勝！女子準優勝！スポ少男子優勝！女子準優勝！消防出初式を力行消防出初式を力行

▲市街地をパレードする消防団の皆さん

東京あだたら会副会長
野尻大七さん

▲活躍した本宮ハンドボールスポ少の皆さん

３月号へつづく…
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カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎24－5332

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

じ
め
の
一本
！新

春
剣
道
大
会

　

１
月
11
日
、
白
沢
剣
友
会
主
催
の
第
39
回

新
春
剣
道
大
会
が
白
沢
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
を
は
じ
め
約
70
人
が
出
場
し
、

個
人
戦
・
団
体
戦
で
競
い
、
優
勝
を
め
ざ
し

白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
の
凜
と
し
た
雰
囲
気
の
体
育
館
に
、

子
ど
も
た
ち
の
威
勢
の
良
い
か
け
声
が
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

中
渡
辺
さ
ん
が
新
聞
社
賞

中
学
校
人
権
作
文

　

11
月
15
日
行
わ
れ
た
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会
最
終
審
査
で
、

本
宮
第
一
中
学
校
3
年
生
の
渡
辺
帆
花
さ
ん

が
、「
福
島
民
友
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
今
年
は
県
内
か
ら

６
，
０
１
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

年
の
福
は
岩
角
に
あ
り

岩
角
山
大
梵
天
祭

　

1
月
3
日
、
岩
角
山
岩
角
寺
で
恒
例
の
大

梵
天
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
梵
天
争
奪
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
梵
天
の
一
部
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、

1
年
間
家
内
安
全
・
無
病
息
災
が
か
な
う
と

さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
は
、
我
先
に
梵
天
を

取
ろ
う
と
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
チ
ン
ド
ン
演
奏
や
太
鼓
演
奏
、

お
笑
い
寄
席
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

一

一

は

▲福島民友新聞社賞を受賞した渡辺さん（写真中央）

▲福を得ようと梵天に手を伸ばす参拝者

▲皆さん精神を研ぎ澄まして試合に臨んでいました
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先
生
が
多
数
来
校

「
夢
の
教
室
」
開
催

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
授
業
を
す
る
、

Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
こ
こ
ろ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
授
業
は
、
11
月
７
日
か
ら
１
月
27

日
に
か
け
て
、
市
内
の
小
中
学
校
全
22
ク
ラ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
元
陸
上
競
技
選

手
な
ど
が
先
生
と
な
り
、
実
体
験
を
話
し
な

が
ら
、
夢
を
持
つ
こ
と
、
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。

さ
に
負
け
ず
「
エ
イ
ッ
！
」

本
宮
空
手
道
ス
ポ
少
・
初
稽
古

　

１
月
11
日
、
本
宮
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
初
稽
古
が
本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
１
か
ら
中
３
ま
で
の

約
40
人
の
子
ど
も
た
ち
が
基
本
と
型
、
組
み

手
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
や
り
と
冷
た
い
体
育

館
の
床
に
素
足
で
立
ち
、「
エ
イ
ッ
！
」
と

気
合
い
十
分
な
か
け
声
で
練
習
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

統
の
舞
を
披
露白

岩
・
八
ッ
田
内
七
福
神
舞

　

白
岩
・
八
ッ
田
内
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
と
さ
れ
る

八
ッ
田
内
七
福
神
舞
が
１
月
７
日
の
夜
行
わ
れ
、
七
福
神
に
扮

し
た
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
宿
と
な
っ
た
鈴
木
さ
ん
宅
で
は
、
稲
荷
を
先
導
に
七
福
神

に
扮
し
た
皆
さ
ん
が
一
人
ず
つ
囃
子
に
合
わ
せ
て
登
場
。
そ
れ

ぞ
れ
特
長
あ
る
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
七
福
神
が
そ

ろ
い
、
座
に
つ
く
と
、
ひ
ょ
っ
と
こ
が
現
れ
、
ま
ぶ
し
を
編
み
、

子
孫
繁
栄
と
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
舞
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。 伝

寒

夢

▲気合いを込めて稽古をする子どもたち

▲元サッカー日本代表の都築龍太先生の授業。力を合わせて目標を達
成する力を子どもたちに伝えてくれました

①ひょっとこが登場し、一年

❶❶

③③

①①

②②の福を祈願
②コミカルな動きをする七福神たち　③囃子が舞を盛り上げます
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みんなのひろば
「仕事を始めて３年がすぎました」

私の随想録

趣味：DVD鑑賞、読書

最近はまっていること：
サッカー

国分　顕一郎さん
KENICHIRO　KOKUBUN

（本宮字竹花）

今月の人
　

私
は
３
年
前
か
ら
、
福
島
県
酪

農
業
協
同
組
合
で
仕
事
を
始
め
ま

し
た
。
当
組
合
は
、
福
島
県
の
酪

農
専
門
農
協
で
す
。
福
島
県
内
を

中
心
に
、
酪
王
（
ら
く
お
う
）
の

ブ
ラ
ン
ド
で
乳
製
品
の
販
促
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
酪
農
業
組
合
の
業
務
と

し
て
は
、
酪
農
家
が
丹
精
込
め
て

生
産
し
た
牛
乳
を
集
め
て
、
酪
王

へ
届
け
、
牛
乳
の
集
送
業
務
に
加

え
て
乳
牛
の
購
入
・
販
売
斡
旋
、

飼
料
の
取
扱
い
、
酪
農
家
へ
の
生

　

え
ぽ
か
（
本
宮
市
民
元
気

い
き
い
き
応
援
プ
ラ
ザ
）
で

は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持

つ
親
子
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

12
月
20
日
に
は
、
郡
山
女

子
大
学
短
期
大
学
部
の
学
生

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
と
幼
児
を

対
象
に
し
た
「
い
っ
し
ょ
に

あ
そ
ぼ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
や
「
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

▲えぽかホールで行われたハンドベルコンサート

の
優
し
い
音
色
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」

で
は
、
幼
児
教
育
学
科
の
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
や
歌
あ
そ
び
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
、
体
操
を
し
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
広
報
も
と
み
や
、
防
災

行
政
無
線
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

え
ぽ
か

　

☎
63
―
２
７
８
０

産
指
導
な
ど
、
酪
農
業
に
関
わ
る
業
務
全

般
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
私
は

主
に
酪
農
家
の
購
入
す
る
乾
草
や
配
合
飼

料
の
購
買
事
業
や
、
牛
の
改
良
を
目
的
と

し
た
、
牛
群
検
定
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
親
戚
が
酪
農
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

私
の
両
親
は
共
働
き
で
、
小
学
校
の
夏
休

み
な
ど
の
長
期
的
な
お
休
み
の
と
き
に
、

親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
牛
を

見
る
機
会
が
多
く
、
牛
に
興
味
を
持
っ
た

の
で
、
酪
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
の
出
来
る
仕

事
に
つ
き
た
い
と
思
い
入
社
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
酪
農
家
さ
ん
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
牛
の
快
適
を

求
め
て
、
牛
に
十
分
な
仕
事
を
こ
な
し
て

も
ら
う
に
は
、
牛
の
生
活
リ
ズ
ム
に
人
間

が
合
わ
せ
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
の
で
、
朝
は
早
く
起
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、
牛
に
餌
を
与
え
、
そ
の
見
返
り
に

牛
か
ら
牛
乳
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
酪
農
家
さ
ん
は
、
休
日
や
お
盆
な
ど

で
も
お
休
み
は
無
く
、
３
６
５
日
働
く
の

は
、
大
変
な
職
業
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

安
全
で
お
い
し
い
乳
製
品
の
生
産
を
し
て
、

生
き
物
の
育
成
や
命
の
営
み
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
職
業
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
で
、
日
本
の
農

業
は
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
酪

農
家
が
困
っ
た
と
き
に
力
に
な
れ
る
人
材

に
な
れ
る
よ
う
に
十
分
に
様
々
な
知
識
や

経
験
を
し
て
、
頼
ら
れ
る
人
物
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
渡
辺
正
志
さ
ん
（
白
岩

字
梶
内
）
の
予
定
で
す
。
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■
子
育
て
支
援
の
コ
ン
ビ
ニ
を

　

本
宮
い
ど
ば
た
会
の
前
身
は
、「
保

健
福
祉
研
究
会
」
と
い
う
有
志
で

作
っ
た
勉
強
会
で
し
た
。
そ
の
研
究

会
は
、
自
治
体
主
催
の
「
機
能
訓
練

の
つ
ど
い
」
で
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

が
主
で
、
障
が
い
や
健
康
面
な
ど
多

く
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
多
く
聞

こ
え
た
の
は
子
育
て
の
悩
み
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
に
支
援
を
し
よ
う
と
、
当

時
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
制
度
の
流
れ
に
乗
り
、
研

修
を
受
け
、
い
ど
ば
た
会
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
い
ど
ば
た
会
は
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用

で
き
る
子
育
て
支
援
の
コ
ン
ビ
ニ
を

一
つ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
い
ど
ば
た
会
の
取
り
組
み

　

い
ど
ば
た
会
で
は
、
育
児
相
談
、

お
子
さ
ん
の
見
守
り
な
ど
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
、
井

筒
屋
さ
ん
の
店
舗
を
お
借
り
し
て

「
子
ど
も
文
庫
井
筒
屋
」
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
レ
イ
ユ

も
と
み
や
で
は
、
広
い
室
内
を
利
用

し
て
「
さ
く
ら
ん
ぼ
広
場
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
親
御
さ
ん

の
集
い
の
広
場
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
き
て
ほ

し
い
で
す
。

■
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を

　

目
指
し
て

　

本
宮
は
、え
ぽ
か
を
は
じ
め
、キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
や
ソ
レ
イ
ユ
も
と
み
や
な

ど
、
県
内
の
中
で
も
子
育
て
を
す
る

の
に
と
て
も
良
い
ま
ち
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
い
て
も
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
自
治
体

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Interview No.57

活躍人訪問
本
宮
い
ど
ば
た
会

  

理
事
長  

八
木
沢 

典
子 

さ
ん▲理事長の八木沢さん。どなたでも利用できる場を提供し

たいと話していました

①ハンドベルチーム11人が優しい音色を聴かせてくれました
②みんなで体操。みんな夢中で動いていました
③子どもたちに大人気のエプロンシアター

①

①①

② ③
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　◆問い合わせ先　
　　地域包括支援センター（えぽか内）　☎63－2780

地域包活支援センターだより

について しく

しましょう

認知症認知症 正正
理解理解 ！！

どんな症状がでるの？

早期発見が大切です！

あなたも認知症サポーターになりませんか？

認知症の症状や受診、介護などについてのご相談、認知症サポーター養成講座の
受講希望については、地域包括支援センターまでお気軽にご連絡ください。

記憶障害
新しく覚えられず、
思い出せない。

不安感、焦り、うつ状態

イライラする。落
ち込む。訳もなく
涙がでる。

見当識障害
日付や時間、季節、
場所、人間関係な
どが分からない。

幻覚・妄想

実際にはない物が見え
る。事実と異なること
を強く思い込む。

徘徊

すぐ外に出て行こう
とする。目的もなく
歩き回る。

興奮・暴力

夜中に急に騒ぎ出す。
ささいなことでも声
を荒げる。

理解 ･判断力の障害

考えるスピードが遅
い。２つ以上のこと
を処理できない。

実行機能障害

物事の段取りができな
い。服の着方や道具の
使い方が分からない。

■中核症状（基本的な症状）

■周辺症状の例（性格、環境、人間関係など、さまざまな要因により起こる）

　認知症とは、いろいろな原因で脳が萎縮
したり働きが低下したりして、日常生活に
支障がある状態を指します。

　認知症の中には、薬で進行を遅らせられるものもあり、早い時期から治療を始めることで、
健康な時間を長くすることができるため、早期発見がとても大切です。　　　　　　　　　　
　気になることがあったら、早めに主治医に相談しましょう。

　市では、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりのた
め、地域の方が認知症について正しく理解し、認知症の方やその
家族を見守り支えていただく「認知症サポーター」の養成講座を
出前で行なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　これまでに、町内会やふれあいサロン、婦人会など、一般市民
の方のほか、認知症の方が普段の生活で利用する事業所（薬局、
美容院など）の方にも受講いただいており、受講した事業所には
証明として右のようなステッカーが掲示されています。
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 ◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

しらさわ夢図書館のおはなし会
■ドリームおはなし会
とき：2月22日（日）11：00～11：30
対象：幼児～小学生とその保護者、　一般
 内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居、手袋
人形、手あそび、パネルシアターなど

■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
とき：2月27日（金）11：00～11：20
対象：妊婦さんとその家族、赤ちゃん（０・
１・２才くらいまで）とその保護者
内容：赤ちゃんへの絵本の読み聞かせ
やわらべうた、親子でのふれあいあそび、
妊婦さん、新米ママ向けの赤ちゃんへの
接し方や子育て豆知識など

■わらべうたであそぼう！
とき：3月1日（日）10：30～11：30
対象：幼児とその保護者、　一般
 内容：専門講師を招き、わらべうた
の良さを楽しみながら学びます。

　 ※申込（しらさわ夢図書館☎44－2112）が必要です。

※おはなし会などの内容については、お問い合せください。

＊絵本・児童書・紙芝居＊

・音のない世界と音のある世界をつなぐ…松森果林
・見たい！知りたい！フロンティア探検…こどもくらぶ
・ぼくは「つばめ」のデザイナー…水戸岡鋭治
・いじめっこいじめられっこ……谷川俊太郎と子どもたち
・キラキラ読書クラブ子どもの本７０２冊ガイド……キラキラ読書クラブ
・なんでもまる見え大図鑑……ドーリング　キンダースリー
・さっちゃんのてぶくろ……内田麟太郎
・はるですよ……………………柴田晋吾
・21歳男子、過疎の山村に住むことにしました……水柿大地
・食べているのは生きものだ……森枝卓士

＊一般書・実用書＊

・美しい人体図鑑……コリン　ソルター
・宇宙を目指して海を渡る……小野雅裕
・１％の力………………………鎌田　實
・本当に怖い！薬物依存がわかる本……西勝　英
・あなたはまだ本気出してないだけ……小玉　歩
・国家の暴走……………･………古賀茂明
・人生で大切なことはすべて家庭科で学べる……末松孝次
・限界集落株式会社……………黒野伸一
・クックパットのこの裏ワザがすごい！
　………………………クックパット株式会社

親
子
で
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り

〜
ま
ゆ
み
学
級
〜

　

中
央
公
民
館
で
は
、
小
中
学
生
を
持
つ

お
母
さ
ん
を
対
象
に
家
庭
教
育
事
業
と
し

て｢

ま
ゆ
み
学
級｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
12
日
の
第
９
回
学
習
会
で
は
、
パ

テ
ィ
シ
エ
の
本
名
宏
明
先
生
を
お
迎
え
し

て
、
親
子
洋
菓
子
作
り
教
室
を
開
催
し
、

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
の
作
り
方
と
食
育
の
大

切
さ
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
甘
い
香
り
が
漂
う
中
、

親
子
が
協
力
し
合
っ
て
、
楽
し
く
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
入
り
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
作

り
ま
し
た
。
特
に
女
の
子
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン

に
向
け
、
真
剣
に
作
り
方
を
学
習
し
て
い

ま
し
た
。

基
礎
か
ら
学
ぶ
ギ
タ
ー

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

　

白
沢
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
講
座

「
基
礎
か
ら
学
ぶ
ギ
タ
ー
」
を
５
回
コ
ー
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ギ
タ
リ
ス
ト
秋
山
智
樹
先

生
（
福
島
市
在
住
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
を
対
象
に
、

楽
譜
の
読
み
方
や
ギ
タ
ー
の
特
徴
、
演
奏

方
法
の
基
礎
を
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。『
禁

じ
ら
れ
た
遊
び
』
の
テ
ー
マ
曲
を
学
習
会

ご
と
に
少
し
ず
つ
練
習
を
重
ね
合
奏
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
機
会
に
今
後
も
ギ
タ
ー
の

学
習
の
継
続
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
白
沢
公
民
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新着本新着本

▲秋山先生（中央）と受講生の皆さん

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く

場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

▲おいしいロールケーキができあがりました
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
が
、
心
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
23
日
（
月
）

①
午
後
１
時
～

②
午
後
2
時
～

③
午
後
3
時
～

◆
場
所　

え
ぽ
か

※ 

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）　

健
康
増
進
係　

　

☎
63-

２
７
８
０

本
宮
市
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
の

お
知
ら
せ

　

介
護
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
立
場
の
方
と

話
し
合
っ
た
り
交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

身
体
や
心
を
少
し
で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

３
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※ 

午
前
の
み
、
ま
た
は
昼
食
ま
で
の
ご
参

加
も
可
能
で
す
。

◆
場
所　

え
ぽ
か

◆
内
容

　

①
講
話
「
身
体
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ふ
れ
あ
い
の
郷
だ
て

　
　
　
　
　

介
護
福
祉
士　

高
野
憲
一 

氏

　

② 

介
護
に
つ
い
て
の
茶
話
会
・
昼
食
・
休

憩
な
ど　

◆ 

対
象
者　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
た
在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込

◆
申
込
期
限　

３
月
６
日
（
金
）

※ 

送
迎
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
申

込
時
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
63-

２
７
８
０

　

仲
間
づ
く
り
や
健
康
指
導
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
、
趣
味
を
生
か
し
た
活
動
や
入
浴
を
楽
し

み
、
い
つ
ま
で
も
健
康
を
維
持
す
る
事
業
で

す
。
料
金
、
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

本
宮
市
内
在
宅
の
65
歳
以
上
の
方

◆
利
用
日　

週
１
回
（
祝
日
を
除
く
）

◆
申
込
期
限　

２
月
27
日
（
金
）

平
成
27
年
度

高
齢
者
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ
か
内
）
長
寿
福
祉
係

　

☎
63-

２
７
８
０

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ぶ
く
ま
荘

　

☎
33-

１
８
３
８

　

白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
44-

２
１
３
３

　

２
月
23
日
は
「
税
理
士
記
念
日
」
で
す
。

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部
で
は
、
税

理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部

　

☎
33-

５
５
３
５

介
護
者
の
つ
ど
い
開
催
の

お
知
ら
せ

税
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

　全国の自殺者数は減少傾向
にあるものの、いま現在も尊
い命が失われています。
　講師に、テレビやラジオ、

新聞のコラムなどで活躍されている、精神科
医の香山リカさんを招き、現代社会で頑張っ
ているあなたに心が温かくなるメッセージを
送ります。また、心がホッとなる穏やかな生
き方とセルフケアの方法もお話しします。お
誘いあわせの上、参加ください。
◆日時　 ２月28日 ( 土 )
　　　　午後１時30分～３時 (受付午後1時～）
◆会場　えぽか
◆講師　精神科医 立教大学教授
　　　　香山リカ 氏
◆ 演題　「こころがほっとする処方せん」
◆参加費　無料
◆ 定員　先着１５０人（定員を超えた場合は
別室でのテレビ聴講となります。）

◆申込方法　電話での申込
※ 当日は駐車場の混雑が予想されますので、
お車の乗り合わせなどのご協力をお願いし
ます。

◆申込・問い合わせ先
　保健課（えぽか内）　健康増進係
　☎６３－２７８０

心の健康づくり事業

心の健康づくり講演会心の健康づくり講演会
開催のお知らせ開催のお知らせ
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募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

お
知
ら
せ

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　

本
宮
市
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
市
民

や
、
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
本
宮
市
内

へ
避
難
し
て
い
る
方
々
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
「
就
職
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

専
門
の
相
談
員
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
が
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆ 
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒

学
生
等
も
含
む
）
、
原
発
事
故
な
ど
の

影
響
に
よ
り
市
内
へ
避
難
さ
れ
て
い
る

方
◆ 

相
談
内
容　

就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・

応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど

◆ 

相
談
員　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◆
そ
の
他　

予
約
不
要
、
相
談
費
用
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

☎
24-

５
３
８
１

　

市
で
は
、
「
広
報
も
と
み
や
」
お
よ
び

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
有
料
広
告
・
バ

ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
も
と
み
や

◆
掲
載
位
置

　

 ｢

広
報
も
と
み
や
」
（
毎
月
１
日
発
行
）

の
表
紙
と
最
終
ペ
ー
ジ
を
除
く
各
ペ
ー

ジ
の
下
1
段

就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

「
広
報
も
と
み
や
」
有
料
広
告
・

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
バ
ナ
ー

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

◆
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所 

 

本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館

◆
参
加
費　

無
料

◆ 

種
目　

競
技
部
門
（
一
般
男
子
・
女
子
）・

交
流
部
門

◆ 

申
込
方
法　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
申
込
書
に
よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　

２
月
19
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

33-

２
６
１
１

◆
日
時　

３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所　

総
合
体
育
館

◆
参
加
費

団
体
２
千
円 

 

（
中
学
生
千
円
）

個
人
８
０
０
円
（
60
歳
以
上
４
０
０
円
、

中
学
生
３
０
０
円
）

◆
種
目

団
体
戦
（
男
女
別　

１
チ
ー
ム
４
人
）

個
人
戦
（
男
女
別
中
学
生
・
男
女
別
一

般
・
60
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
）

◆
申
込
方
法　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込

書
に
よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　

２
月
19
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

33-

２
６
１
１

第
９
回
市
民
卓
球
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
９
回
市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

◆
掲
載
規
格

① 

１
枠　

各
ペ
ー
ジ
の
下
1
段

　

 （
横
１
７
６
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
・
縦
44

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

②
半
枠　

各
ペ
ー
ジ
の
下
1
段
2
分
の
１

　

 （
横
86
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
・
縦
44
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）

◆
広
告
掲
載
料
（
月
額
）

　

①
１
枠　

２
万
円　

②
半
枠　

１
万
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆ 

掲
載
位
置　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
右
側
上
部
お
よ
び
下
部
で
、

市
が
指
定
す
る
位
置

◆
広
告
画
像
の
規
格

　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
・
横
１
８
０
ピ
ク
セ
ル

　

 

５
Ｋ
Ｂ
以
内
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
（
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

◆
広
告
掲
載
料
（
月
額
）

　

１
枠　

１
万
円

共
通

◆
申
込
受
付　

随
時
受
付

◆ 

申
込
方
法　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
。
申
込
書
用
紙

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

12
カ
月
連
続
で
の
掲
載
と
な
る
場
合
は

12
カ
月
目
は
無
料
で
掲
載
し
ま
す
。

※
１
カ
月
単
位
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

　

☎
24-

５
３
３
２

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。
祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー



16広報もとみや2月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

確定申告納付期限のお知らせ確定申告納付期限のお知らせ
平成26年分確定申告の納付期限および振替日

※納税には口座振替納税が便利です。
※ 口座振替納税をされる方は、預貯金残高
のご確認をお願いします。

　前々年の課税売上高が、１，０００万円を
超えると消費税の課税事業者となります。

　◆問い合わせ先
　　二本松税務署　☎２２-１１９２

　市税は、市が行政サービスを提供するため
に必要な財源であり、未納額が増えればサー
ビス低下など深刻な影響が生じる恐れがありま
す。特に国民健康保険税は、制度運営のため
だけに使われますので、滞納額が増えると制
度自体が運営できなくなる恐れがあります。

納期限までに納めてください
　税金には各期別ごとに納期限が設定されて
いますので、必ず期限までに納付するようにし
ましょう。税金を納めないでおくと、強制的に
徴収されることになります。
　納期限までに納付がないと20日以内に「督
促状」が発送され、それでも納付がないと「催
告書」を送付したうえで滞納処分が開始され
ます。具体的には、財産（不動産、給与、預
貯金など）の差し押さえを執行したりします。

納税に困ったらまずは相談を
　市税を納期限内に納めない状態が続くと滞
納額が大きくなり、さらには延滞金も発生する
ため、納付がどんどん難しくなっていきます。
滞納処分を受けることになる前に、早めにご相
談ください。税務課収納係では、納付の方法
について随時相談に応じています。詳しい事
情を確認した上で納税計画を立て、必要な手
続きなどの案内もしています。

《口座振替をご利用ください》
　口座振替制度は、市税等を、指定した預金
口座から自動的に振り替えて納付する制度で
す。納付のために金融機関に出向くこともなく、
納期限を過ぎることもありません。安心、確実、
簡単、便利な口座振替をぜひご利用ください。

◆問い合わせ先
　税務課　収納係　☎２４-５３４７

納付相談はお早めに！納付相談はお早めに！

申告所得税
消費税および
地方消費税

納付期限 ３月16日（月） ３月31日（火）

振替日 ４月20日（月） ４月23日（木）

　自動車の登録 ･ 検査手続きは、毎年３
月に集中し、窓口や車検場が大変混雑し
ます。
　名義変更や住所変更、廃車、車検など
の手続きは２月中に行うなど、できるだ
け早めに済ませていただくようお願いし
ます。

◆問い合わせ先
　東北運輸局福島運輸支局
　　（福島市吉倉字吉田54）
　　登録関係　☎０５０-５５４０-２０１５
　　検査関係　☎０２４-５４６ - ０３４２

自動車の登録・自動車の登録・
検査の手続きはお早めに！検査の手続きはお早めに！

車検・点検・板金塗装

オートボディーエフまで！！

車検 最大6,000円割引
まずはお電話　☎0120-77-2658　
日曜祝日も営業していますのでご来店ください
〒969-1159 福島県本宮市本宮小幡６-３
（株）船生商会　オートボディエフ
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

乳がん検診・子宮頸がん検診を受けましょう乳がん検診・子宮頸がん検診を受けましょう

乳がん検診　乳がんは30代から急増し、40～50
代の女性に特に多くみられます。30代に入ったら、乳
がんの危険年齢です。
　無症状のうちに検診を受診した人では、早期の乳が
んが発見される可能性が高く、その段階で治療すれば、
治療の経過も良好です。
定期的な検診を受けて早期発見の機会を失わないよう
にしましょう。

無料クーポン券対象の方も忘れずにお受けください
　対象の方へは個別にご通知し
ています。
　紛失の場合は再発行ができま
すので、お問い合わせください。子宮頸がん検診　子宮頸がんは、20～30代の

女性が発症するすべてのがんの中で第1位の病気で、
若い女性の間で急増している病気です。
　早期がんのうちに発見して治療すればほとんど治癒
が望めるがんですので、定期的に検診を受けて、早期
発見することが大切です。

　乳がん・子宮頸がん検診は、２月２８日（土）まで、市の指定医療機関で施設検診が受診できます。
　受診の際には、施設検診用受診録が必要となりますので、お問い合わせください。

◆問い合わせ先　
　保健課（えぽか内）健康増進係
　☎６３-２７８０

　福島県県北地方振興局に対し、福島県産業
廃棄物処理指導要綱に基づく産業廃棄物処理
施設等設置等事業計画書の提出がありました
ので、お知らせします。
　福島県県北地方振興局では、今後手続きを
行いながら、当該施設の設置の適否について
審査していくこととしています。
　
◆問い合わせ先　
　県北地方振興局　県民環境部　環境課　
　☎０２４－５２１－０５３６

　生活環境課　環境係　☎２４－５３６２

◆設置等予定者
　　住所　安達郡大玉村大山字北新田28番1
　　氏名　㈱クリーン商会　代表取締役　国分 一幸
◆設置場所
　　安達郡大玉村大山字高森132番5
◆産業廃棄物処理施設等の種類および処理能力
　　廃プラスチック類の破砕施設4.48t/日
　　（0.56t/時×8時間）×1基

産業廃棄物処理施設の設置計画に関するお知らせ産業廃棄物処理施設の設置計画に関するお知らせ
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

　

現
在
、
市
で
は
各
地
区
で
住
宅
除
染
の
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　

　

今
回
、
早
期
の
作
業
完
了
を
目
指
し
、
残

り
４
地
区
の
作
業
を
発
注
し
ま
し
た
。　

　

今
後
、
具
体
的
な
作
業
内
容
、
詳
細
な
ど

に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次
第
、
地
区
ご

と
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
各

ご
家
庭
の
事
前
調
査
も
並
行
し
て
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
荒
井
・
本
宮
・
青
田
・
岩
根
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
様
へ
〜

■
住
宅
除
染
作
業
の
流
れ
に
つ
い
て

①
事
前
調
査

作
業
範
囲
、
敷
地
内
の
建
物
配
置
を
確
認

す
る
た
め
、
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

調
査
員
の
立
ち
入
り
に
ご
協
力
願
い
ま

す
。

※
調
査
員
は
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を　

携
帯
し
て
い
ま
す
。

②
除
染
説
明
会
の
開
催

作
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を　

開
催
し
ま
す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
別

途
ご
案
内
し
ま
す
。

③
除
染
実
施
同
意
書
の
提
出

作
業
希
望
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
同

意
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

①事前調査

②除染説明会

③同意書の提出

④確認書の取交し

⑤除染作業実施

⑥結果報告

放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

④
確
認
書
の
取
交
し

除
染
作
業
を
行
う
施
工
事
業
者
が
各
戸
を

訪
問
し
、
作
業
内
容
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

⑤
除
染
作
業
の
実
施

作
業
前
の
線
量
を
測
定
し
、
作
業
（
雨
ど

い
の
堆
積
物
除
去
、
庭
等
の
表
土
除
去
、

舗
装
面
の
洗
浄
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

⑥
結
果
報
告

作
業
完
了
後
、
線
量
を
測
定
、
結
果
を
お

知
ら
せ
し
、
作
業
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

☎
63-

２
６
８
２

▼

▼

▼

▼

▼
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　近年、地震だけでなく洪水や噴火などの大
きな災害も起きています。被害を最小限に食
い止めるために次のことを確認しましょう。

※ 災害時は、自助・共助が大切です。

　地域で話し合い、準備をすることで

　　「家族から地域へ」「家族から地域へ」
　　　　防災の輪を広げましょう。

　　　　東日本大震災から間もなく４年

大災害に対しての備えは大丈夫ですか？大災害に対しての備えは大丈夫ですか？

ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪 虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

出産や子育てで気になる
ことがあったら。

子育て支援サービスを
利用したいと思ったら。

全国共通ダイヤル

０５７０-０６４- ０００
24時間、児童相談所につながります

児童虐待を防ぎましょう
　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で子ども
たちを虐待から救えます。
　「おやっ？」と気になることがありましたら迷わず連絡してく
ださい。

　◆問い合わせ先
　　子ども福祉課内　家庭児童相談室
　　☎２４-５３７６

▼

ごみの収集を休みます

　
　
　 　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さない
ようご協力をお願いします。
　また、もとみやクリーンセンターへの個人搬入も
できませんのでご注意ください。

個人搬入の休み

　２月１日（日）～　28日（土）
　 　上記期間中は、もとみやクリーンセンターへの
　個人搬入はできません。

◆問い合わせ先
もとみやクリーンセンター　☎３３-５４９９
生活環境課　環境係　　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　　☎４４-２１１４

◆問い合わせ先　安達地方広域行政組合消防本部　☎２２-１２１１

　祝日・定期点検整備のため
　２月11日（水）～　14日（土）

①倒れやすい家具の位置、固定や収納方法の確認
②自宅周辺の落下物、危険箇所、避難経路などを確認
③ 非常持出品の食糧や薬は、家族で保管場所を共有し
期限を確認

④ 電話が使えないことも考え、家族全員の連絡方法や
避難場所を確認

⑤特にお年寄りや子どもの避難方法の確認
⑥消火器などの確認

と　き：２月 ４日（水）・２月18日（水）
３月 ７日（土）・３月18日（水）

　　　　いずれも午後1時30分～
ところ：えぽか　健康増進広場
内　容：ストレッチ
　　　　筋力アップトレーニング
持ち物：水分補給用の飲み物
　　　　ヨガマット等（持っている方）
　　申込は不要です。動きやすい服装でお
いでください。
　◆問い合わせ先
　　保健課（えぽか内）健康増進係
　　☎６３－２７８０

体型が気になる。
運動を通して健康になりたい。
みんなで楽しく身体を動かしたいという方！
一緒に汗を流しましょう !!

ボディリメイクスクールボディリメイクスクール

員の連絡方法や

認認

┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅

┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅┅
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市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
◆問い合わせ先　建設課　建築係 　　☎24‒5393

市のすがた（平成27年1月１日現在）

水道管凍結にご注意を！

男　性 15,008人（　17）
女　性 15,507人（△10）
総人口 30,515人（　 7）
世帯数 9,872世帯（　21）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

２月１日（日）　㈲浜野和水道 33‒2788
２月７日（土）　㈲本宮設備 33‒2592
２月８日（日）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
２月11日（水）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895
２月14日（土）　㈱小山設備 33‒3031
２月15日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
２月21日（土）　㈲須藤住機工業 48‒2357
２月22日（日）　㈲三和設備 44‒4542
２月28日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
３月１日（日）　㈲本宮設備 33‒2592
３月７日（土）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
３月８日（日）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895

納期のお知らせ

固定資産税 4期

国民健康保険税 8期

介護保険料 8期

後期高齢者医療保険料 7期

上下水道使用料 12・1月分

集落排水使用料 12・1月分

下水道受益者負担金 4期

住宅使用料 2月分

住宅駐車場使用料 2月分

保育所保育料 2月分

幼稚園保育料 2月分

幼稚園預かり保育料 2月分

放課後児童保育料 2月分
※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。
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郡山北警察署本宮
分庁舎より
（　）は１月から
の集計

12月の交通事故発生状況

件数 死者 傷者
本年 13（134）   0（2） 17（174）
前年 12（134）   0（1） 15（157）
増減 1（  0）   0（1） 2（ 17）

※口座振替をご利用
の方は、上記納期
限の前日までに、
預金残高の確認を
お願いします。

お
詫
び
と
訂
正

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

　本格的な冬を迎え、気温低下による水道管の凍結や破裂が
多く発生します。
　凍結の恐れのあるところでは、電熱線を巻くなどして、水
道管やメーター器を寒さから守る処置をしてください。
　万一、水道管が破裂した場合は、水道メーターボックス内
の水抜きバルブを閉め、本宮市指定の水道工事業者に修理を
依頼してください。
　また、凍結等によりメーター器が破損した場合は、お客様
（水道使用者）のご負担で修理となりますのでご注意くださ
い。

▲いただいたおままご
とセットの一部

▲受賞された皆さん

　

平
成
27
年
１
月
１
日
発
行
の
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報
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や
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号
（
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）

の
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納期限
3月2日（月）
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　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
2月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しております。】

問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780

日曜・祝日当番医　受付時間　９：00～16：30（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

２月22日（日）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24－1322
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩字田中） 44－2008

３月１日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
本田レディスクリニック（二本松市本町） 22－0301
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311

３月８日（日）
整形外科リウマチ科内科　小林医院（二本松市根崎） 22－0682
野地眼科医院（二本松市若宮） 23－0024
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188

２月１日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）青木整形外科医院（二本松市榎戸） 22－3103
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

２月８日（日）
（医）辰星会　枡病院（二本松市本町） 22－2828
さくらクリニック（二本松市藤之前） 62－3931
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内） 34－6418

２月11日（水）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医）しかの眼科（二本松市油井） 62－2520
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡） 33－2721

２月15日（日）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
二本松病院（二本松市成田町） 23－1231
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表
月 2月 3月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜　 日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎
二本松病院 ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成26年10月１日～10月31日生まれ ２月19日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成26年４月１日～４月30日生まれ ２月26日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年７月１日～７月31日生まれ ２月25日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年９月25日～10月31日生まれ ２月16日（月） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ２月12日（木） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関



記念樹の杜
屋外あそび場
オープン。

　スマイルキッズパーク　記念樹の杜　屋外あ
そび場が、12月25日オープンしました。
　園内は、①小さな子どもたちのための『キッ
ズゾーン』②イベント、ワークショップを催す
『ふれあい・体験ゾーン』③植物や水辺の生き
物を観察できる『里山あそびゾーン』④遊具を
配置せず、走ったり寝転んだりと多用な使い方

ができる『自由あそびゾーン』⑤野性的で活発に遊ぶことのできる『杜の冒険！チャレンジ
ゾーン』⑥洞窟内のさまざまな生き物を発見できる『杜の洞窟！探険ゾーン』の６つのゾー
ンに分かれています。
　オープン初日、子どもたちは園内の真新しい大型遊具で元気いっぱい遊んでいました。

【場所】　本宮市糠沢字石神61番地
【電話番号】　0243-44-2500

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

①トランポリンで遊ぶ子どもたち　②くす玉を割ってオープンを祝いまし
た　③力強くツリーハウスを登る子ども　④長さ約25メートルの洞窟　
⑤洞窟の中には生き物たちがたくさん隠れています　⑥案内板を見ながら
なにで遊ぶか探す子どもたち　⑦ゆりかごブランコで遊ぶ子どもたち
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